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山県市消防操法大会　5月30日　
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7月

固定資産税〔第2期〕 7月31日

国民健康保険税〔第3期〕 7月31日

今月の
納期限

今月の
納期限

は市役所、 は保健福祉ふれあいセンター、 は桜尾公民館、 は山県市商工会館
は伊自良老人福祉センター、 は美山支所、 は美山構造改善センター、 は美山中央公民館美中美構美支伊

商桜保市

日

はみがきけんし
ん 1 3：00 ～
14：00
乳がん集団検診

受付13：00
～13：30
美構

保
ハッピーライフ
相談 9：00
～12：00

美支

月 火 水 木 金 土

1日 2日 3日

乳がん集団検診
受付13：00～

13：30
桜

離乳食（後期）
教室 10：30～
13：00

保

ハッピーライフ
相談 9：00
～12：00

美支
3歳児健診
受付13：00
～13：15
1 歳 6 か月児健
診 受付13：
30～13：45
美構

美構はみがきけんし
ん 13：00～
14：00
美構

休日診療：もり
こどもクリニッ
ク 9：00～15：
0 0、1 6：0 0 ～
19：00（山県市
東深瀬　2 3 ・
0321）

4日　 5日　　 6日　 7日　 8日 9日 10日

ハッピーライフ
相談 9：00
～12：00

美支
社会保険相談

1 0：0 0 ～
15：00
美中

弁護士相談
（会場：3階301
会 議室）受付
13：00～14：30

市休日診療：森医
院 　 9：0 0 ～
15：00、16：00
～19：00（山県
市高富　2 2 ・
1024）

11日 12日　 13日 14日 15日 16日 17日

乳幼児相談 受
付10：00～11：
00
子宮がん集団検
診 受付13：15
～14：00
伊

保心の相談 13：
30～15：00
ハッピーライフ
相談 9：00
～12：00

美支

保3歳児健診 受
付13：00～13：
15
1 歳 6 か月児健
診 受付13：30
～13：45
10 ・ 11か月児
健診 受付14：
00～14：15
3 ・ 4 か月児健
診 受付 14 ：
00～14：15
伊

伊

伊

伊行政相談・人権
擁護相談
13：00～15：00

美支
海の日
休日診療：なり
みやクリニック
9：00～15：00、
16：00～19：00
（山県市高富
22・1213）

休日診療：岡本
医院　9：00～
15：00、16：00
～19：00（山県
市佐賀　2 2 ・
3687）

18日 19日　 20日 21日 22日 23日 24日

乳がん集団検
診 受付13：00
～13：30
伊

ハッピーライフ
相談 9：00
～12：00

美支
10 ・ 11か月児
健診 受付
13：00～13：15
3 ・ 4 か月児健
診 受付13：
30～13：45
美構

美構
社会保険相談
10：00～15：

00
商

休日診療：鳥澤
医院　9：00～
15：00、16：00
～19：00（山県
市大森　3 6 ・
2311）

25日 26日　 27日 28日 29日 30日 31日

ハッピーライフ
相談 9：00
～12：00

美支
3歳児健診 受
付13：00～14：
00

保はみがきけんし
ん 1 3：00 ～
14：00
伊

はみがきけんし
ん 1 3：00 ～
14：00
保

休日診療：後藤
医院　9：00～
15：00、16：00～
19：00（岐阜市
三輪　 0 5 8 ・
229・1031）

1日 2日　 3日 4日　 5日 6日 7日

8月

訂正：先月号の「今月の納期限」国民健康保険税〔第1期〕とあるのは〔第2期〕の誤りでした。



3 広報やまがた 2004.7
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便利で快適な生活が実現する一方で、私たちは大量のエネルギーを消費し、大気

中に二酸化炭素（CO2）を排出してきました。二酸化炭素の増加による地球の温暖

化は国際的な環境問題となっています。人々の生活に大きな影響をもたらす地球の

温暖化を防止するためには、私たち一人ひとりの環境への配慮が不可欠です。

私たちの生活を見直し、地球を温暖化から守るためにできること、

はじめませんか。
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十
九
世
紀
以
降
、
産
業
の
発
展
に
伴

い
わ
た
し
た
ち
の
生
活
は
た
い
へ
ん
便

利
に
な
る
と
同
時
に
、
石
炭
や
石
油
な

ど
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
空
気

中
に
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
（
C
O

2
）
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
が
増
加
し
、

本
来
な
ら
地
球
か
ら
放
出
さ
れ
る
は
ず

の
熱
が
、
そ
の
ま
ま
大
気
中
に
閉
じ
こ

め
ら
れ
、
気
温
が
上
昇
し
続
け
て
い
ま

す
。
こ
れ
が
地
球
温
暖
化
で
す
。
地
球

温
暖
化
は
、
異
常
気
象
や
動
植
物
の
減

少
な
ど
、
す
で
に
私
た
ち
の
生
活
に
影

響
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま

温
暖
化
が
進
み
ま
す
と
、
二
一
〇
〇
年

に
は
、
地
球
の
平
均
気
温
が
最
大
五
・

八
度
上
が
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
海
面
は
八
十
八
セ

ン
チ
上
昇
、
さ
ら
に
、
洪
水
や
土
壌
流

出
、
農
作
物
の
減
少
、
渇
水
や
森
林
火

災
、
伝
染
病
の
流
行
な
ど
、
そ
の
影
響

は
一
層
深
刻
で
す
。

で
使
用
す
る
自
動
車
や
家
電
製
品
な
ど

か
ら
排
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
便
利
な
生

活
の
裏
で
、
私
た
ち
は
た
く
さ
ん
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
て
い
る
の
で
す
。

京
都
議
定
書
の
六
％
削
減
約
束
を
達

成
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
日
常
生
活
を
見
直
し
、
具

体
的
な
行
動
を
お
こ
す
こ
と
が
重
要
で

す
。

■
テ
レ
ビ
を
一
日
一
時
間
ガ
マ
ン→

一
日

一
時
間
で
C
O
2
約
十
三
kg
カ
ッ
ト
／

年
。
約
千
円
／
年
の
節
約
。

■
お
風
呂
の
残
り
湯
を
洗
濯
に
使
う→

毎

日
残
り
湯
を
使
え
ば
C
O
2
約
十
七
kg

カ
ッ
ト
／
年
。
約
五
千
円
／
年
の
節

約
。

■
冷
房
の
温
度
を
一
℃
高
く
、
暖
房
を

一
℃
低
く
設
定→

一
℃
で
C
O
2
約
三

十
一
kg
カ
ッ
ト
／
年
。
約
二
千
円
／
年

の
節
約
。

■
電
気
製
品
の
主
電
源
を
切
っ
て
待
機
電

力
を
節
約→

待
機
電
力
を
九
十
％
減
ら

せ
ば
C
O
2
約
八
十
七
kg
カ
ッ
ト
／
年
。

約
六
千
円
／
年
の
節
約
。

■
買
い
物
袋
を
持
ち
歩
い
て
省
包
装
の
商

品
を
選
ぶ→

ト
レ
ー
や
ラ
ッ
プ
を
減
ら

せ
ば
C
O
2
約
五
十
八
kg
カ
ッ
ト
／
年
。

■
夜
中
の
ジ
ャ
ー
の
保
温
を
止
め
る→

毎

日
保
温
を
止
め
れ
ば
C
O
2
約
三
十
一

kg
カ
ッ
ト
／
年
。
約
二
千
円
／
年
の
節

約
。

■
家
族
全
員
が
シ
ャ
ワ
ー
を
一
日
一
分
減

ら
し
て
節
水→

一
日
一
分
で
C
O
2
約

六
十
五
kg
カ
ッ
ト
／
年
。
約
四
千
円
／

年
の
節
約
。

■
一
日
五
分
間
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ

プ→

一
日
五
分
間
で
C
O
2
約
三
十
九

kg
カ
ッ
ト
／
年
。
約
二
千
円
／
年
の
節

約
。

二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
国
別
に
み

ま
す
と
、
ア
メ
リ
カ
、
中
国
、
ロ
シ
ア

に
次
い
で
、
日
本
は
四
番
目
に
多
く
二

酸
化
炭
素
を
排
出
し
て
い
ま
す
。

一
九
九
七
（
平
成
九
）
年
の
地
球
温

暖
化
防
止
京
都
会
議
に
お
い
て
採
択
さ

れ
た
京
都
議
定
書
で
は
、
先
進
国
を
中

心
に
、
温
室
効
果
ガ
ス
を
一
九
九
〇
年

（
基
準
年
）
比
で
、
二
〇
〇
八
年
〜
二

〇
一
二
年
に
一
定
数
値
を
削
減
す
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
そ
の
な
か
で
日

本
は
六
％
の
削
減
を
約
束
し
ま
し
た
。

独
立
行
政
法
人
国
立
環
境
研
究
所
地

球
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
の
調
査
に
よ
る

と
、
二
〇
〇
二
（
平
成
十
四
）
年
度
、

日
本
の
二
酸
化
炭
素
の
総
排
出
量
は
、

一
九
九
〇
年
と
比
べ
、
十
一
・
二
％
も

上
回
っ
て
お
り
、
京
都
議
定
書
の
目
標

を
達
成
す
る
に
は
、
合
計
で
約
十
七
％

の
削
減
が
必
要
で
す
。

大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
は
、
産
業
な

ど
に
よ
る
排
出
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

二
酸
化
炭
素
の
総
排
出
量
の
約
四
分
の

一
は
、
私
た
ち
が
普
段
の
暮
ら
し
の
中

国
際
的
な
環
境
問
題

「
地
球
温
暖
化
」

「
六
％
削
減
約
束
」
達
成
を

目
指
し
て
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市
で
は
、
市
役
所
が
市
内
に

お
い
て
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

資
源
等
を
消
費
す
る
事
業
所
の

ひ
と
つ
で
あ
る
と
い
う
立
場
に

た
っ
て
、
市
に
よ
る
事
務
サ
ー

ビ
ス
や
公
共
事
業
の
実
施
に
際

し
て
、
環
境
保
全
に
向
け
た
活

動
を
率
先
し
て
実
行
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
活
動
が
、
住
民

の
皆
さ
ん
や
事
業
者
の
方
々
が

自
主
的
に
行
う
環
境
保
全
活
動

の
き
っ
か
け
と
な
る
と
と
も
に
、

さ
ら
な
る
活
動
の
進
展
に
つ
な

が
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

①
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

電
気
や
燃
料
な
ど
の
削
減
は
、
直

接
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減
に

つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
使
用

し
な
い
電
灯
の
電
源
を
こ
ま
め
に
消

す
な
ど
の
日
常
的
な
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
推
進
し
ま
す
。

②
水
使
用
の
合
理
化

上
水
道
を
利
用
す
る
た
め
に
必
要

と
な
る
浄
水
場
な
ど
に
お
け
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
排
水
を
処
理
す
る
た
め
に

必
要
と
な
る
下
水
処
理
施
設
等
に
お

け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
削
減
し
ま
す
。

③
紙
の
使
用

二
酸
化
炭
素
の
吸
収
源
で
あ
る
森

林
資
源
の
保
全
、
廃
棄
物
の
削
減
な

ど
多
く
の
観
点
か
ら
、
紙
類
の
使
用

量
の
削
減
お
よ
び
古
紙
利
用
の
促
進

な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

④
廃
棄
物
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル

ご
み
の
減
量
化
で
処
分
時
に
発
生

す
る
二
酸
化
炭
素
を
削
減
し
、ま
た
、

リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
て
エ
ネ
ル
ギ

ー
使
用
量
を
大
幅
に
削
減
し
ま
す
。

⑤
公
用
車
の
適
正
使
用
と
環
境
に
優
し

い
車
の
導
入

空
ぶ
か
し
を
し
な
い
な
ど
日
常
の

運
転
に
注
意
し
て
、
二
酸
化
炭
素
排

出
量
を
抑
制
し
、
低
燃
費
・
低
公
害

の
環
境
に
優
し
い
車
の
導
入
に
も
努

め
ま
す
。

⑥
グ
リ
ー
ン
購
入
の
推
進

環
境
に
優
し
い
製
品
の
購
入
と
使

用
に
努
め
ま
す
。

⑦
緑
地
の
保
全
と
緑
化
な
ど
の
推
進

市
内
の
公
園
の
木
々
、
道
路
の
街

路
樹
な
ど
緑
地
の
保
全
に
努
め
、
公

共
事
業
で
は
大
気
環
境
木
の
植
栽
な

ど
で
緑
化
推
進
を
し
ま
す
。

⑧
環
境
保
全
意
識
の
向
上

環
境
保
全
に
関
す
る
研
修
や
情
報

交
換
を
行
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
電
気
製
品
や
自
動
車
な

ど
に
環
境
を
配
慮
し
た
製
品
が
た
く
さ

ん
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

製
品
を
か
し
こ
く
利
用
し
な
が
ら
、
毎

日
の
生
活
で
省
エ
ネ
・
節
電
な
ど
を
実

践
す
る
こ
と
は
、
身
近
で
実
践
で
き
る

「
エ
コ
ラ
イ
フ
」
の
第
一
歩
で
す
。
エ
コ

ラ
イ
フ
の
実
践
は
、
地
球
の
温
暖
化
を

防
ぐ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、「
家
計
の
節

約
」
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

毎
日
の
生
活
を
見
直
し
、
地
球
に
も

人
に
も
や
さ
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

実
践
し
ま
し
ょ
う
。

■
車
の
運
転
を
や
め
て
バ
ス
や
自
転
車
を

利
用→

週
二
回
八
km
車
の
利
用
を
減
ら

せ
ば
C
O
2
約
百
八
十
五
kg
カ
ッ
ト
／

年
。
約
八
千
円
／
年
の
節
約
。

■
家
族
同
じ
部
屋
で
団
ら
ん→

暖
房
と
照

明
を
二
割
減
ら
せ
ば
C
O
2
約
二
百
四

十
kg
カ
ッ
ト
／
年
。
約
一
万
千
円
／
年

の
節
約
。

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら

は
じ
め
よ
う
「
エ
コ
ラ
イ
フ
」

市
役
所
も
地
球
の
温
暖
化
防
止
に
取
り
組
み
ま
す

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た

具
体
的
な
取
り
組
み

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た

具
体
的
な
取
り
組
み

山
県
市
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
実
行
計
画
（
抜
粋
）

市
で
は
「
山
県
市
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
実
行
計
画
」
を
策
定
し
、
行
政
に
お
け
る

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

詳しくは市のホームページ（http://www.city.yamagata.gifu.jp/）をご覧ください。

目
　
的
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五
月
三
十
日
、
山
県
市
総
合

運
動
場
で
第
二
回
山
県
市
消
防

操
法
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
十
二
チ

ー
ム
、
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
に

五
チ
ー
ム
が
出
場
し
た
こ
の
大

会
は
、
団
員
の
消
防
技
術
の
向

上
と
士
気
の
高
揚
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
毎
年
五
月
の
最
終
日

曜
日
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

団
員
た
ち
は
日
ご
ろ
の
訓
練
の

成
果
に
よ
り
、
見
事
な
操
法
を

披
露
し
、
観
客
か
ら
大
き
な
拍

手
を
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
優

勝
し
た
第
二
分
団
A
チ
ー
ム

は
、
八
月
一
日
に
下
呂
市
で
開

催
さ
れ
る
岐
阜
県
消
防
操
法
大

会
に
出
場
さ
れ
ま
す
。

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

優
勝

第
二
分
団
A
チ
ー
ム

準
優
勝

第
五
分
団
A
チ
ー
ム

三
位

第
五
分
団
B
チ
ー
ム

優
勝

第
二
分
団

準
優
勝

第
九
分
団

三
位

第
四
分
団（

敬
称
略
）

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

指
揮
者
　
松
影
　
紀
彦

一
番
員
　
土
井
　
英
樹

二
番
員
　
土
田
　
和
伸

三
番
員
　
田
中
　
正
一

自
動
車
ポ
ン
プ
操
法
の
部

指
揮
者
　
小
澤
　
正
宏

一
番
員
　
杉
山
　
智
之

二
番
員
　
山
下
　
淳

三
番
員
　
武
藤
　
道
治

四
番
員
　
鷲
見
　
亮

六
月
十
日
、
高
富
小
学
校
五

年
生
七
十
三
人
が
、
総
合
学
習

の
時
間
に
田
植
え
を
行
い
ま
し

た
。児

童
た
ち
は
、
学
校
北
に
あ

る
六
ア
ー
ル
ほ
ど
の
田
ん
ぼ
に
、

お
米
作
り
歴
六
十
年
と
い
う
中

島
芳
夫
さ
ん
の
手
ほ
ど
き
を
受

け
な
が
ら
苗
を
て
い
ね
い
に
植

え
ま
し
た
。

は
だ
し
で
田
ん
ぼ
に
入
っ
た

児
童
た
ち
は
、
ヌ
ル
ヌ
ル
す
る

泥
の
感
触
に
興
奮
状
態
。
ほ
と

ん
ど
の
児
童
が
田
植
え
体
験
が

平
成
十
六
年
春
花
壇
「
フ
ラ

ワ
ー
・
ブ
ラ
ボ
ー
・
コ
ン
テ
ス

ト
（
F
B
C
）」
で
桜
尾
小
学

校
が
特
別
賞
の
農
林
水
産
大
臣

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
花
づ
く

り
を
通
じ
て
、
花
や
自
然
、
人
を

愛
す
る
心
を
は
ぐ
く
ん
で
も
ら

お
う
と
県
な
ど
の
主
催
で
毎
年

春
と
秋
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
、
今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
県

内
か
ら
五
十
七
小
学
校
、
二
十

中
学
校
が
参
加
し
ま
し
た
。

桜
尾
小
の
メ
イ
ン
花
壇
は
、

四
つ
の
班
と
先
生
が
一
つ
に
な

っ
て
取
り
組
む
こ
と
で
、
ク
ラ

ス
に
信
頼
を
築
き
た
い
と
の
願

い
か
ら
「
四
つ
の
信
頼
」
と
名

付
け
ら
れ
、
パ
ン
ジ
ー
や
ビ
オ

ラ
、
わ
す
れ
な
草
な
ど
が
植
え

ら
れ
色
と
り
ど
り
の
花
壇
が
作

ら
れ
ま
し
た
。

初
め
て
で
貴
重
な
体
験
に
な
っ

た
よ
う
で
す
。

五
年
二
組
の
掛
野
綾
香
さ
ん

は
「
初
め
て
の
田
植
え
だ
っ
た

け
ど
う
ま
く
で
き
ま
し
た
。
と

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
」
と
感

想
を
述
べ
て
く
れ
ま
し
た
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

テ
ー
マ
は
四
つ
の
信
頼

田
植
え
は楽

し
か
っ
た
よ

自
動
車
ポ
ン
プ
操
法
の
部

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

個
人
の
部
優
秀
賞
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五
月
二
十
四
日
、
市
総
合
運

動
場
で
「
第
二
回
老
人
ク
ラ
ブ

軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
が
市
老
人

五
月
三
十
一
日
か
ら
六
月
四

日
に
か
け
て
、
山
県
高
校
の

二
、
三
年
生
が
「
イ
ン
タ
ー
ン

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
主
催
で
開
催

さ
れ
、
会
員
約
五
百
人
が
心
地

よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
、
お
年
寄
り
の

健
康
増
進
を
目
的
に
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
三

種
目
に
分
か
れ
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
方
式
で
対
戦
。

お
年
寄
り
た
ち
は
、

元
気
に
熱
戦
を
繰
り
広

げ
、
自
分
た
ち
の
プ
レ

ー
に
一
喜
一
憂
し
て
い

ま
し
た
。

シ
ッ
プ
」
と
い
う
企
業
・
施
設

で
の
勤
労
体
験
研
修
を
行
い
ま

し
た
。

こ
れ
は
将
来
の
進
路
に
つ
い

て
、
自
分
で
選
択
で
き
る
力
を

養
う
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、

今
年
で
十
一

回
目
と
な
り

ま
す
。

生
徒
た
ち

は
市
内
や
武

儀
郡
内
の
事

業
所
五
十
八

か
所
に
分
か

れ
、
そ
れ
ぞ

れ
三
日
間
程

度
、
製
造
や
販
売
、
事
務
や
保

育
、
介
護
な
ど
の
仕
事
を
体
験

し
ま
し
た
。
船
越
の
ふ
れ
あ
い

バ
ザ
ー
ル
で
研
修
を
行
っ
た
三

年
生
の
藤
田
裕
介
く
ん
は
「
将

来
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
体
験
し

た
い
と
思
っ
て
販
売
を
希
望
し

た
。
立
ち
っ
ぱ
な
し
で
い
る
こ

と
が
ま
ず
つ
ら
い
。
接
客
と
い

う
の
は
初
め
て
の
体
験
で
、
お

客
さ
ん
に
商
品
の
こ
と
を
聞
か

れ
て
も
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ

り
、
お
店
の
人
に
助
け
て
も
ら

っ
て
い
る
」
と
働
く
こ
と
の
大

変
さ
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
死
亡
叙
勲
に
よ
り

谷
合
の
故
堀
田
良
平
さ
ん
に
旭

日
単
光
章
が
授
与
さ
れ
、
六
月

四
日
、
故
人
の
叔
父
に
あ
た
る

堀
田
米
吉
さ
ん
に
平
野
市
長
か

ら
叙
勲
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

堀
田
さ
ん
は
昭
和
五
十
年
か

ら
に
昭
和
六
十
二
年
ま
で
、
三

期
十
二
年
に
わ
た
っ
て
美
山
町

議
会
議
員
に
在
職
さ
れ
、
同
町

の
発
展
と
地
域
住
民
の
福
祉
向

上
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
在
職
中
に
は
副
議

長
や
各
委
員
会
委
員
長
な
ど
を

歴
任
さ
れ
、
議
会
の
円
滑
な
運

営
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

五
月
十
九
日
、
美
山
地
域
の

四
保
育
園
年
長
園
児
六
十
五
人

が
山
県
市
北
消
防
署
で
「
幼
年

消
防
隊
員
」
に
任
命
さ
れ
ま
し

た
。
園
児
た
ち
は
、
任
命
式
で

「
火
事
を
見
た
ら
大
声
で
大
人

に
知
ら
せ
ま
す
」「
火
遊
び
は
し

ま
せ
ん
」と
大
声
で
誓
い
、そ
の

後
、
消
防
署
内
を
見
学
し
て
、

消
防
車
や
救
急
車
の
説
明
を
消

防
署
職
員
か
ら
受
け
た
ほ
か
、

腕
用
ポ
ン
プ
を
使
っ
た
放
水
を

体
験
し
ま
し
た
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
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★
★
★
★
★
★
★
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★
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★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

お
年
寄
り
が
ハ
ッ
ス
ル

か
わ
い
い

消
防
隊
員
た
ち
で
す

故
堀
田
良
平
さ
ん
（
谷
合
）
が

叙
勲
を
受
章

市
内
の
事
業
所
で

勤
労
体
験
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六
月
十
一
日
、
保
健
福
祉
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
、
四
か
月

か
ら
九
か
月
ま
で
の
子
供
を
持

つ
母
親
の
交
流
の
場
で
あ
る

「
ミ
ル
キ
ー
K
i
d
s
ク
ラ
ブ
」

が
開
催
さ
れ
、
四
回
目
と
な
る

今
回
は
市
交
通
安
全
指
導
員
が

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
固
定
の

仕
方
な
ど
を
指
導
し
ま
し
た
。

「
ミ
ル
キ
ー
K
i
d
s
ク
ラ

ブ
」
へ
の
参
加
が
、
三
回
目
と

な
る
藤
田
栄
美
子
さ
ん
は
「
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
が
正
し
く
取

り
付
け
て
あ
る
か
ど
う
か
を
見

て
も
ら
う
機
会
が
な
か
っ
た
の

で
、
こ
う
い
う
講
習
は
あ
り
が

た
い
で
す
」
と
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

月
二
回
開
催
さ
れ
る
こ
の
ク

ラ
ブ
は
毎
回
内
容
を
変
え
て
九

月
ま
で
実
施
し
ま
す
。

六
月
十
一
日
、
保
健
福
祉
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
市
食
生
活

改
善
連
絡
協
議
会
研
修
会
が
開

催
さ
れ
、
食
生
活
改
善
推
進
員

の
皆
さ
ん
が
、
講
師
の
佐
野
峰

生
さ
ん
（
掛
）
か
ら
伊
自
良
地

域
で
推
進
さ
れ
て
い
る
ク
リ
ー

ン
農
業
に
つ
い
て
の
お
話
を
聞

い
た
後
、
実
際
に
ク
リ
ー
ン
農

業
で
栽
培
さ
れ
た
野
菜
な
ど
を

使
っ
て
調
理
実
習
を
行
い
ま
し

た
。ク

リ
ー
ン
農
業
は
消
費
者
に

安
全
・
安
心
・
健
康
な
農
作
物

を
提
供
す
る
た
め
、
土
づ
く
り

を
基
本
と
し
て
農
薬
や
化
学
肥

料
を
三
十
％
以
上
削
減
し
て
農

作
物
を
栽
培
す
る
方
法
で
、
伊

自
良
地
域
で
は
平
成
十
二
年
ご

ろ
か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
日
の
研
修
会
は
、
食
生

活
改
善
推
進
員
の
方
に
も
ク
リ

ー
ン
農
業
に
つ
い
て
の
認
識
を

深
め
て
も
ら
い
、
こ
れ
か
ら
も

っ
と
地
元
の
農
作
物
を
活
用
し

て
も
ら
お
う
と
し
て
行
わ
れ
た

も
の
で
、
調
理
実
習
で
は
ジ
ャ

ガ
イ
モ
の
ピ
リ
辛
煮
や
ト
マ
ト

と
玉
ね
ぎ
の
ス
ー
プ
な
ど
を
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
分
か
れ
て
作
り

ま
し
た
。

六
月
六
日
、
市
教

育
委
員
会
主
催
の
「
第

二
回
山
県
市
ス
ポ
レ
ク

祭
」
が
市
総
合
体
育
館

な
ど
で
行
わ
れ
、
約
七

百
人
の
市
民
が
ペ
タ
ン

ク
や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
な
ど
五

種
目
に
参
加
し
、
心
地

よ
い
汗
を
流
し
ま
し

た
。

出
戸
か
ら
日
永
へ
流
れ
る
出

戸
川
沿
い
で
は
毎
年
多
く
の
ホ

タ
ル
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
こ
の
ほ
ど
地
元
の
老
人
ク

ラ
ブ
と
子
供
会
の
皆
さ
ん
が
、

こ
の
川
に
ホ
タ
ル
の
保
護
を
呼

び
か
け
る
看
板
を
設
置
し
ま
し

た
。看

板
は
畳
一
畳
ほ
ど
の
大
き

さ
で
、
か
わ
い
い
ホ
タ
ル
の
イ

ラ
ス
ト
と
共
に
、
自
然
を
大
切

に
し
て
欲
し
い
と
の
願
い
か
ら

「
ホ
タ
ル
は
出
戸
の
『
た
か
ら

で
す
』」
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。

し
っ
か
り
と固

定
し
て
ね

ク
リ
ー
ン
野
菜
で

調
理
実
習

ホ
タ
ル
保
護
看
板
を設

置

気
軽
に
で
き
る

ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
み
ま
し
た

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

.

★
★
★
★
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★
★
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鳥
取
県
の
出
身
で
、
京
都
大

学
文
学
部
哲
学
科
を
昭
和
二
十

四
年
に
卒
業
。
そ
の
後
名
城
大

学
の
講
師
、
助
教
授
を
経
て
岐

阜
県
立
医
科
大
学
（
当
時
）
の

助
教
授
に
。
昭
和
四
十
一
年
か

ら
岐
阜
大
学
教
養
部
の
助
教

授
、
教
授
と
し
て
教
べ
ん
を
と

る
。
専
門
は
ド
イ
ツ
語
。
六
十

三
歳
の
と
き
定
年
で
退
職
し
、

七
十
歳
ま
で
朝
日
大
学
の
教

授
。今

回
の
受
章
を
奥
さ
ん
や
二

人
の
娘
さ
ん
を
は
じ
め
、
故
郷

の
親
せ
き
も
た
い
へ
ん
喜
ん
で

い
る
と
の
こ
と
で
す
。

教
育
研
究
功
労

古
田
耕
作
さ
ん
（
高
富
）

岐
阜
大
学
名
誉
教
授

地
方
自
治
功
労

山
田
忠
雄
さ
ん
（
富
永
）

元
　
県
総
務
部
長

元
　
県
議
会
議
員

地
方
自
治
功
労

村
橋
忠
夫
さ
ん
（
松
尾
）

元
　
伊
自
良
村
長

地
方
自
治
功
労

藤
根
鎬
志
さ
ん
（
佐
賀
）

元
　
県
車
両
情
報
管
理

副
室
長

昭
和
二
十
二
年
に
岐
阜
県
に

入
庁
。
環
境
部
長
、
民
生
部
長
、

総
務
部
長
な
ど
を
務
め
昭
和
五

十
九
年
に
退
職
。

昭
和
六
十
年
に
は
県
議
補
選

で
初
当
選
し
副
議
長
、
監
査
委

員
な
ど
を
歴
任
。
平
成
十
五
年

ま
で
の
十
九
年
間
に
道
路
整
備

や
河
川
改
修
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。「

大
勢
の
方
に
ご
支
援
を
い

た
だ
い
た
中
で
仕
事
を
す
る
こ

と
が
で
き
、
ま
た
今
回
の
受
章

も
多
く
の
皆
様
の
お
か
げ
と
、

た
い
へ
ん
感
謝
し
て
い
ま
す
。」

と
語
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
四
十
三
年
に
岐
阜
県
職

員
に
。

主
に
道
路
整
備
な
ど
に
従
事

し
た
後
、
平
成
元
年
か
ら
十
年

間
出
納
長
専
属
の
公
用
車
を
運

転
。
平
成
十
五
年
に
退
職
後
、

現
在
は
県
の
施
設
を
巡
回
す
る

無
料
バ
ス
「
ふ
れ
あ
い
バ
ス
」

の
運
行
管
理
を
担
当
さ
れ
て
い

ま
す
。

「
夢
に
も
思
わ
ぬ
受
章
で
し

た
。
皆
さ
ん
の
支
え
が
あ
っ
た

か
ら
受
章
で
き
ま
し
た
。
本
当

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。」

と
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

伊
自
良
村
の
収
入
役
、
助
役

を
経
て
昭
和
六
十
二
年
に
村
長

に
初
当
選
し
、
四
期
十
六
年
間

に
わ
た
っ
て
村
政
を
リ
ー
ド
。

公
約
で
あ
っ
た
平
井
バ
イ
パ
ス

の
開
通
も
来
年
度
に
は
実
現
予

定
と
な
り
、
水
道
事
業
や
文
化

の
里
事
業
な
ど
に
も
着
手
。
ま

た
、
平
成
の
大
合
併
で
は
東
海

三
県
初
と
な
っ
た
山
県
郡
三
町

村
の
合
併
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。「

住
民
の
皆
さ
ん
の
支
え
が

あ
っ
た
か
ら
受
章
で
き
ま
し
た
。

感
無
量
で
す
。」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

瑞
宝
中
綬
章

瑞
宝
小
綬
章

旭
日
双
光
章

瑞
宝
単
光
章



※年度途中に65歳になった人は、受給してい
る年金の額に関係なく翌年度の9月分まで
は普通徴収で納め、10月分からは特別徴収
になります。

10広報やまがた 2004.5 10広報やまがた 2004.7

年金の年額が18万円以上の人でも、次の条件に該当する場合には普通徴収で
保険料を納めます。
●年度の途中で65歳（第1号被保険者）になったとき

●年度の途中で他の市町村から転入してきたとき

●年度の途中で所得段階の区分が変更になったとき

●年度の初め（4月1日）の時点で年金を受けていなかったとき

●年金担保、年金差し止め、現況届の未提出などで年金が停止し、保険料の

差し引きができなくなったとき

徴収の方法は翌年度の10月分から特別徴収になります。

介
護
保
険
料
は
、
皆
さ
ん
の
納
付
の
手
間
を
軽
減
し

た
り
、
納
め
忘
れ
を
防
い
だ
り
す
る
た
め
に
、
原
則
と

し
て
年
金
か
ら
納
め
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

年
金
の
種
類
や
金
額
に
よ
っ
て
納
め
方
は
「
普
通
徴

収
」
と
「
特
別
徴
収
」
の
二
種
類
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。（
六
十
五
歳
以
上
の
人
が
対
象
に
な
り
ま
す
。）

特別徴収 普通徴収

※対象年金：老齢基礎年金など、老齢または
退職により支給される年金。
※老齢福祉年金、障害年金、遺族年金、寡婦

か ふ

年金、恩給などの年金や手当金、一時金な
どの納付については差し引きの対象とはな
りません。

年金の定期払い（年6回）の際に、介護

保険料があらかじめ差し引かれます。

7月中旬ごろ送付される納付書の納期に

基づいて、個別に納めます。

年金額が

年額18万円

月額　1万5千円

以　上

年金額が

年額18万円

月額　1万5千円

未　満

山県市役所　長寿福祉課　　22・6838

こんなときは普通徴収になります

介護保険介護保険�介護保険介護保険�介護保険介護保険�介護保険�
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期別 納期限 第1段階 第2段階 第3段階 第4段階 第5段階

1期 08月02日 02,670円 04,010円 05,350円 06,680円 07,320円

2期 08月31日 02,400円 03,600円 04,800円 06,000円 07,300円

3期 09月30日 02,400円 03,600円 04,800円 06,000円 07,300円

4期 11月01日 02,400円 03,600円 04,800円 06,000円 07,300円

5期 11月30日 02,400円 03,600円 04,800円 06,000円 07,300円

6期 12月27日 02,400円 03,600円 04,800円 06,000円 07,300円

7期 01月31日 02,400円 03,600円 04,800円 06,000円 07,300円

8期 02月28日 02,400円 03,600円 04,800円 06,000円 07,300円

19,470円 29,210円 38,950円 48,680円 58,420円年間保険料

（下記の納期にしたがって納付してください）

○所得段階別保険料（普通徴収の場合）

段　　階

第1段階

第2段階

第3段階

第4段階

第5段階

対　　　象　　　者

生活保護の受給者および老齢福祉年金の受給者であって
世帯全員が住民税非課税の人

世帯全員が住民税非課税の人

本人が住民税非課税の人

本人が住民税課税で合計所得金額が200万円未満の人

本人が住民税課税で合計所得金額が200万円以上の人

計算方法

基準額×0.5

基準額×0.75

基準額

基準額×1.25

基準額×1.5

○段階の説明

みんなで支える　介護保険

普通徴収の人には、安全確実な口座振替が便利です

●介護保険証　●口座振替依頼書　●預金通帳　●印鑑
を持って、下記の取扱金融機関へお申し込みください。

● 口座振替取扱金融機関
十六銀行　　　　大垣共立銀行　　　　　岐阜銀行
岐阜信用金庫　　岐阜北農業協同組合　　郵便局　　　　　
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問
い
合
わ
せ
先

山
県
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

36
・
3
3
0
4

『
子
育
て
マ
マ
さ
ん
の
学
び
と
憩
い

の
場
』
ま
た
『
乳
幼
児
が
社
会
性
を
身

に
つ
け
る
場
』
と
し
て
、
乳
幼
児
学
級

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

い
つ
で
も
入
級
可
能
で
す
。
お
子
様

を
連
れ
て
、
ぜ
ひ
お
寄
り
く
だ
さ
い
。

【
つ
く
し
ん
ぼ
教
室
】

▼
対
象

〇
〜
三
歳
児
と
保
護
者

▼
七
月
六
日
（火）
子
育
て
教
室

〈
会
場
〉
美
山
中
央
公
民
館

〈
時
間
〉
午
前
十
時
〜

〈
内
容
〉
七
夕
会

▼
七
月
二
十
七
日
（火）
子
育
て
サ
ロ
ン

〈
会
場
〉
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
み
や
ま

コ
テ
ー
ジ
村

〈
時
間
〉
午
前
十
時
〜

〈
内
容
〉
水
遊
び

【
小
鳩
会
】

▼
対
象

〇
〜
三
歳
児
と
保
護
者

▼
七
月
二
日
（金）
子
育
て
教
室

〈
会
場
〉
伊
自
良
中
央
公
民
館

〈
時
間
〉
午
前
十
時
〜

〈
内
容
〉
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
体
操

▼
七
月
十
六
日
（金）
子
育
て
サ
ロ
ン

〈
会
場
〉
伊
自
良
中
央
公
民
館

〈
時
間
〉
午
前
十
時
〜

〈
内
容
〉
お
む
つ
外
し
ど
う
し
て
る
？

【
す
く
す
く
教
室
】

▼
対
象

〇
〜
一
歳
児
と
保
護
者

▼
七
月
七
日
（水）
子
育
て
教
室

〈
会
場
〉
高
富
中
央
公
民
館

〈
時
間
〉
午
前
十
時
〜

〈
内
容
〉
救
命
救
急
法
を
知
ろ
う

▼
七
月
二
十
一
日
（水）
子
育
て
サ
ロ
ン

〈
会
場
〉
保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

〈
時
間
〉
午
前
十
時
〜

〈
内
容
〉
子
ど
も
の
お
や
つ
作
り

【
の
び
っ
こ
教
室
】

▼
対
象

二
〜
三
歳
児
と
保
護
者

▼
七
月
十
四
日
（水）
子
育
て
教
室

〈
会
場
〉
高
富
中
央
公
民
館

〈
時
間
〉
午
前
十
時
〜

〈
内
容
〉
公
園
を
知
ろ
う

▼
七
月
二
十
八
日
（水）
子
育
て
サ
ロ
ン

〈
会
場
〉
伊
自
良
図
書
館

〈
時
間
〉
午
前
十
時
〜

〈
内
容
〉
伊
自
良
図
書
館
探
検
＆
水

遊
び

参
加
者
の
対
象
に
合
わ
せ
て
本
の
読

み
聞
か
せ
を
し
ま
す
。
小
さ
い
子
は
マ

マ
と
一
緒
に
来
て
ね
。

【
み
や
ま
ジ
ョ
イ
フ
ル
倶
楽
部

読
み
聞
か
せ
教
室
】

▼
会
場

み
や
ま
ジ
ョ
イ
フ
ル
倶
楽
部

▼
日
時七

月
九
日
（金）
午
前
十
時
〜

二
十
三
日
（金）
午
前
十
時
〜

▼
問
い
合
わ
せ
先

み
や
ま
ジ
ョ
イ
フ
ル
倶
楽
部

55
・
2
6
0
8

【
お
話
ピ
ー
チ
ク
読
み
聞
か
せ
】

▼
会
場

伊
自
良
図
書
館

▼
日
時

七
月
三
日
（土）

午
後
二
時
〜

十
日
（土）

〃

十
七
日
（土）

〃

二
十
四
日
（土）

〃

三
十
一
日
（土）

〃

▼
問
い
合
わ
せ
先

伊
自
良
図
書
館
　
36
・
3
3
3
9

【
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
】

図
書
司
書
・
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
、
絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
を

し
た
り
、
簡
単
な
工
作
を
し
ま
す
。

▼
会
場

高
富
中
央
公
民
館
　
図
書
室

▼
日
時

七
月
二
十
四
日
（土）

午
後
一
時
三
十

分
〜

▼
問
い
合
わ
せ
先

高
富
中
央
公
民
館
　
22
・
3
3
5
1

問
い
合
わ
せ
先

山
県
家
庭
教
育
研
究
所

22
・
4
5
6
9
（
代
表：

野
沢
）

講
師
の
先
生
と
一
緒
に
、
テ
ー
マ
を

も
と
に
子
育
て
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

▼
対
象

〇
〜
六
歳
児
の
保
護
者

※
託
児
あ
り
ま
す
。

▼
日
時

七
月
十
四
日
（水）

午
前
十
時
〜

▼
会
場

桜
尾
公
民
館

▼
テ
ー
マ

お
手
伝
い
か
ら
勤
労
の
し
つ
け

7
月
の
読
み
聞
か
せ
教
室

7
月
の
家
庭
教
育
講
座

7
月
の
子
育
て
教
室
＆

子
育
て
サ
ロ
ン

学級開きの様子（小鳩会）
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■ 問い合わせ先　　山県市役所　健康課　　22・6839

生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
と
と

も
に
、
子
宮
頚
が
ん
が
二
十
歳

代
の
若
年
層
で
急
激
に
増
え
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
検
診
の
対

象
年
齢
を
三
十
歳
か
ら
二
十
歳

に
引
き
下
げ
、
幅
広
い
年
齢
層

の
方
に
検
診
を
受
け
て
い
た
だ

け
る
よ
う
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

子
宮
頚
が
ん
検
診
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
山
県
市
役
所
健
康

課
ま
で
お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。（
一
月
に
健
康
診
査
受

診
申
込
書
を
提
出
し
た
方
は
連

絡
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）

集
団
検
診
は
六
月
〜
一
月
、

医
療
機
関
検
診
は
九
月
〜
十
一

月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
検
診

自
己
負
担
金
は
八
百
円
で
す
。

子
宮
は
女
性
の
生
殖
臓
器
で
あ

り
、
骨
盤
の
中
央
に
位
置
し
て
い

ま
す
。

膣ち
つ

に
近
い
部
分
を
子
宮
頚
部
、

袋
の
部
分
を
子
宮
体
部
と
呼
び
、

膣
に
近
い
子
宮
頚
部
に
で
き
る
が

ん
を
子
宮
頚
が
ん
、
子
宮
体
部
に

で
き
る
が
ん
を
子
宮
体
が
ん
と
い

い
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
は
子
宮
が
ん
全
体

の
七
〜
八
割
程
度
を
占
め
て
い

て
、
女
性
性
器
が
ん
の
中
で
最
も

発
生
頻
度
が
高
い
が
ん
で
す
。

子
宮
頚
が
ん
は
三
十
歳
代
で
増

え
始
め
、
四
十
歳
〜
五
十
歳
代
で

最
も
多
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

最
近
は
二
十
歳
代
の
若
い
女
性
に

子
宮
頚
が
ん
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
な
ぜ
な
ら
子
宮
頚
が
ん
の
多

く
は
、
性
感
染
症
で
あ
る
ヒ
ト
パ

ピ
ロ
ー
マ
ウ
ィ
ル
ス
が
関
与
し
て

い
る
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
、
高

齢
者
が
な
り
や
す
い
他
の
が
ん
と

異
な
っ
て
、
性
活
動
が
活
発
と
な

る
若
い
年
代
か
ら
の
発
生
が
多
く

見
ら
れ
る
の
で
す
。

子
宮
頚
が
ん
に
な
る
主
な
原
因

●
性
交
渉
開
始
年
齢
が
早
い
人

●
性
交
渉
の
相
手
が
多
い
人

（
性
交
渉
の
相
手
が
多
い
男
性

と
の
性
交
渉
が
あ
る
人
）

●
妊
娠
・
出
産
の
回
数
が
多
い
人

●
タ
バ
コ
を
吸
っ
て
い
る
人な

ど

子
宮
頚
が
ん
は
、
普
通
は
早
期

に
ほ
と
ん
ど
自
覚
症
状
が
あ
り
ま

せ
ん
。

子
宮
頸
が
ん
が
少
し
進
ん
で
き

ま
す
と
、
生
理
以
外
の
出
血
や
性

交
時
の
接
触
出
血
、
生
理
の
異
常

（
長
引
く
、
不
順
に
な
る
）、
い
つ

も
と
違
う
お
り
も
の
が
で
る
な
ど

の
症
状
が
出
て
く
る
こ
と
が
多
く

な
り
ま
す
。
さ
ら
に
が
ん
が
進
行

し
骨
盤
に
ま
で
達
す
る
と
腰
や
背

中
に
痛
み
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

子
宮
の
入
り
口
の
部
分
（
膣
）

か
ら
綿
棒
や
ヘ
ラ
の
よ
う
な
も
の

で
子
宮
頚
部
表
面
全
体
を
こ
す
り

と
り
ま
す
。
検
診
自
体
は
そ
れ
で

終
了
で
す
。
そ
の
後
と
っ
た
細
胞

を
ガ
ラ
ス
板
に
塗
り
、
色
素
で
染

め
て
顕
微
鏡
で
観
察
し
、
異
常
な

細
胞
か
正
常
な
細
胞
か
を
見
分

け
、
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

■
子
宮
頚
が
ん
っ
てな

に
？

■
子
宮
頚
が
ん
は
ど
ん
な

人
が
な
り
や
す
い
の
？

■
子
宮
頚
が
ん
検
診
は
ど

ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

■
子
宮
頚
が
ん
の症

状
は
？

子宮体部子宮体部�

卵管�

卵巣卵巣�

子宮�

直腸直腸�

膀胱�

肛門肛門�

膣�

卵管�

子宮頸部�

卵巣�

膣�

けい�

ちつ�

ちつ�

ぼうこう�

子宮体部�
卵巣�

直腸�

肛門�

子
宮
頚
が
ん
検
診

対
象
年
齢
を
変
更

正面から見たところ 横から見たところ

【子　宮】
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介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
は
要

介
護
者
、
要
支
援
者
の
自
立
支

援
の
た
め
に
提
供
さ
れ
る
も
の

で
す
。

「
住
宅
改
修
費
の
支
給
」
も

そ
の
ひ
と
つ
で
、
手
す
り
の
取

り
付
け
、
段
差
の
解
消
、
そ
の

他
決
め
ら
れ
た
改
修
に
限
り
利

用
で
き
ま
す
。

費
用
は
上
限
が
二
十
万
円
ま

で
で
そ
の
一
割
が
利
用
者
負
担

と
な
り
ま
す
。

住
宅
改
修
費
の
受
給
は
要
介

護
・
要
支
援
の
認
定
を
受
け
て

い
る
こ
と
が
必
要
で
す
の
で
、

認
定
申
請
中
で
認
定
結
果
を
待

た
ず
に
住
宅
改
修
を
し
た
場

合
、
非
該
当
と
判
定
さ
れ
た
ら

全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
利
用

に
つ
い
て
は
、
担
当
の
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
や
家
族
と
よ
く
相
談

し
て
か
ら
決
め
ま
し
ょ
う
。

最
近
、
独
居
老
人
や
高
齢
者

世
帯
を
対
象
に
住
宅
改
修
を
勧

め
る
業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

突
然
訪
問
し
て
き
て
、

「
手
す
り
が
必
要
や
ね
」

「
要
介
護
・
要
支
援
の
認
定
申

請
や
住
宅
改
修
に
関
す
る
申
請

を
や
っ
て
あ
げ
る
」

「
市
役
所
の
方
で
推
薦
さ
れ
て

い
る
」

な
ど
少
し
気
に
な
る
親
切
に

は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

不
信
に
思
わ
れ
た
ら
市
役
所

や
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に

す
ぐ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
な
ん
で
も
相
談
窓
口

山
県
市
役
所
　
長
寿
福
祉
課

22
・
6
8
3
8

住
宅
改
修
費
の
支
給
と
は

ト
ラ
ブ
ル
に
気
を
つ
け
て

認
定
が
必
要

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

介
護
保
険
の
住
宅
改
修

　山県市在住で、家庭で介護に携わってみえる方、介護に興味の
ある方を対象に、次のとおり介護者の集いを開催します。この機
会に、ぜひご参加ください。�

【日　時】7月28日（水）　午後1時30分～午後3時�
【場　所】デイサービスセンター  やすらぎ館 （岩佐1177番地1）2階　介護教室�
【内　容】安全・安楽な介護技術、福祉用具の有効活用術　ほか�
【講　師】岐北接骨院　柔道整復師　安田吉範先生�
【参加費】無　料�
【定　員】30名（先着順）�
【申込期限】7月 21日（水）�
【申込・問い合わせ先】山県市社会福祉協議会在宅介護支援センター�
　　　　　　　　　　　　　52・2800　担当　山田・山口�

　山県市在宅介護支援センター　　　22・6838�
　山県市社協在宅介護支援センター　　52・2800�
　椿野苑在宅介護支援センター　　　22・6003�
　桜美寮在宅介護支援センター　　　36・2013
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「
第
1
次
山
県
市
総
合
計
画
」
の
愛

称
あ
る
い
は
「
ま
ち
づ
く
り
の
合
言
葉
」

と
し
て
、
ふ
さ
わ
し
い
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
を
提
案
し
て
く

だ
さ
い
。

山
県
市
の
こ
れ
か

ら
の
ま
ち
づ
く
り
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の

で
、
お
お
む
ね
二
十

字
以
内
と
し
ま
す
。

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
「
安
ら
か

で
快
適
な
21
世
紀
の
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
」
と
い
う
基
本
理
念
に
ふ
さ
わ
し

い
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
も
の
を
ご
提

案
く
だ
さ
い
。

応
募
は
、
次
の
（1）
〜
（5）
の
い
ず
れ
か

の
方
法
で
お
願
い
し
ま
す
。

特
に
指
定
の
様
式
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
」、「
提
言
」
の
別

を
明
記
の
う
え
、
そ
の
内
容
と
ご
自
身

の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
載
し

て
く
だ
さ
い
。（
氏
名
等
は
公
表
し
ま

せ
ん
）

（1）
市
役
所
、
各
支
所
お
よ
び
出
張
所

に
設
置
の
提
言
箱
へ
投
か
ん
す

る
。（
応
募
用
紙
を
備
え
て
い
ま

す
）

山
県
市
役
所
企
画
部
総
合
企
画
課
へ

（2）
フ
ァ
ッ
ク
ス
す
る
。22

・
6
8
5
1

（3）
メ
ー
ル
す
る
。

E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kikaku@
city.yam

agata.gifu.jp
（4）
郵
送
す
る
。

〒
5
0
1
―
2
1
9
2

山
県
市
高
木
1
0
0
0
番
地
1

（5）
持
参
す
る
。

市
役
所
　
三
階
　
東
側

市
で
は
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
羅
針
盤
と
な
る
「
第
1
次
山
県
市
総
合
計
画
」
の
策
定

に
着
手
し
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
は
、「
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
を
骨
格
と
し
、
関
連

す
る
諸
施
策
を
総
合
的
に
位
置
づ
け
、
市
の
発
展
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
め
ざ
す
も

の
で
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
指
針
と
な
る
計
画
で
す
。

市
で
は
こ
の
計
画
に
ふ
さ
わ
し
い
、
親
し
み
や
す
い
名
称
（
愛
称
）
を
募
集
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
「
山
県
市
」
へ
の
熱
い
思
い
や
期
待
を
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

七
月
二
十
五
日
（金）

午
後
五
時
ま
で

※
郵
送
の
場
合
は
、
当
日
の
消
印

有
効
で
す
。

●
採
用
作
品
の
著
作
権
・
使
用
権
等
一

切
の
権
利
は
山
県
市
に
帰
属
す
る
も

の
と
し
ま
す
。

●
応
募
作
品
は
、
未
発
表
か
つ
自
作
の

作
品
に
限
り
ま
す
。

●
採
用
す
る
作
品
に
つ
い
て
は
、
一
部

修
正
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
応
募
作
品
の
著
作
権
等
に
か
か
わ
る

問
題
が
発
生
し
た
場
合
は
、
応
募
者

の
責
任
と
な
り
ま
す
。

●
提
言
に
対
し
て
個
別
に
は
回
答
い
た

し
か
ね
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま

す
。

山
県
市
役
所
　
企
画
部
総
合
企
画
課

22
・
6
8
2
4

山
県
市
を
「
さ
ら
に
住
み
よ
く
す
る
」

た
め
の
提
言
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

提
言
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
計
画
策

定
や
施
策
運
営
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

②
「
安
ら
か
で
快
適
な
21
世
紀
の

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
の
提
言

①
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

【
他
市
の
事
例
】

●
兵
庫
県
姫
路
市
『
き
ら
め
く
人
・
ま
ち
　
姫
路
21
世
紀
プ
ラ
ン
』

●
石
川
県
輪
島
市
『
21
世
紀
　
ジ
ャ
ン
プ
プ
ラ
ン
』

●
大
阪
府
池
田
市
『
ふ
れ
あ
い
ラ
ブ
　
2
0
1
0
池
田
』

●
新
潟
県
新
井
市
『
い
ー
ね
、
あ
ら
い
。
人
と
緑
と
雪
の
ま
ち
』

●
大
阪
府
高
槻
市
『
さ
わ
や
か
未
来
　
ふ
る
さ
と
高
槻
』

募
集
内
容

応
募
方
法

締
め
切
り

注
意
事
項

問
い
合
わ
せ
先

FAX
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▼
場
所

岩
佐
六
三
六
番
地

▼
募
集
戸
数

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
一
戸

三
L
D
K
（
七
十
九
・
二
三
　
）

▼
家
賃

四
万
五
千
円
〜
七
万
円

（
収
入
金
額
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。）

▼
入
居
資
格

●
同
居
し
て
い
る
か
同
居
し
よ
う
と
し

て
い
る
親
族
（
婚
約
者
な
ど
）
が
あ

る
こ
と
。

●
所
得
が
規
則
で
定
め
る
基
準
（
所
得

金
額
が
月
二
十
万
円
以
上
六
十
万
一

千
円
以
下
）
に
該
当
す
る
こ
と
。

●
現
在
居
住
す
る
住
宅
を
必
要
と
し
て

い
る
こ
と
。

●
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ

と
。

▼
入
居
時
期

平
成
十
六
年
八
月
予
定

▼
申
込
方
法
な
ど

七
月
十
六
日
（金）
必
着
で
申
込
書

（
管
理
課
に
設
置
）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
管
理
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
選
考
概
要

入
居
希
望
者
が
多
数
の
場
合
は
、

現
在
居
住
し
て
い
る
住
宅
の
実
情
を

調
査
し
、
条
件
が
同
等
で
あ
れ
ば
抽

選
に
よ
り
決
定
。

▼
そ
の
他

電
化
住
宅
の
た
め
、
ガ
ス
調
理
器
は

使
え
ま
せ
ん
。
く
わ
し
く
は
管
理
課
ま

で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

山
県
市
役
所
　
管
理
課22

・
6
8
3
1

岐
阜
地
域
の
女
性
の
健
康
づ
く
り
の

た
め
に
、
次
の
日
程
で
い
ろ
い
ろ
な
内

容
の
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
程

●
第
一
回

〈
日
時
〉
八
月
二
十
四
日
（火）

午
後
一
時
三
十
分
〜
三
時
三
十
分

〈
内
容
〉
①
講
義
「
岐
阜
地
域
の
健

康
づ
く
り
活
動
に
つ
い
て
」「
健
康
自

己
診
断
プ
ラ
ザ
の
活
用
に
つ
い
て
」②

自
己
診
断
プ
ラ
ザ
等
を
活
用
し
た
健

康
チ
ェ
ッ
ク
、
血
圧
測
定
ほ
か

●
第
二
回

〈
日
時
〉
九
月
十
四
日
（火）

午
後
一
時
三
十
分
〜
三
時
三
十
分

〈
内
容
〉
①
健
康
自
己
診
断
プ
ラ
ザ

に
よ
る
健
康
自
己
チ
ェ
ッ
ク
、
血
圧

測
定
。
②
健
康
法
実
践
「
太
極
拳
」

●
第
三
回

〈
日
時
〉
九
月
二
十
八
日
（火）

午
前
九
時
三
十
分
〜
午
後
二
時

〈
内
容
〉
①
健
康
自
己
診
断
プ
ラ
ザ

に
よ
る
健
康
自
己
チ
ェ
ッ
ク
、
血
圧

測
定
。
②
講
義
「
活
性
酸
素
を
増
や

さ
な
い
食
生
活
お
よ
び
高
脂
血
症
に

な
ら
な
い
た
め
の
注
意
」
③
調
理
実

習
「
高
脂
血
症
に
な
ら
な
い
食
事
」

●
第
四
回

〈
日
時
〉
十
月
十
二
日
（火）

午
後
一
時
三
十
分
〜
三
時
三
十
分

〈
内
容
〉
①
健
康
自
己
診
断
プ
ラ
ザ

に
よ
る
健
康
自
己
チ
ェ
ッ
ク
、
血
圧

測
定
。
②
健
康
法
実
践
「
太
極
拳
」

▼
参
加
費

無
料

▼
対
象
者

山
県
市
な
ど
岐
阜
地
域
保

健
所
管
内
市
町
に
在
住
す
る
二
十
歳

〜
六
十
歳
の
女
性
で
、
四
回
す
べ
て

に
参
加
で
き
る
方

▼
会
場

岐
阜
地
域
保
健
所
（
各
務
原

市
那
加
不
動
丘
　
岐
阜
県
健
康
科
学

セ
ン
タ
ー
内
）
第
二
会
議
室
、
健
康

運
動
指
導
室
な
ど

▼
申
込
先
・
方
法

岐
阜
地
域
保
健
所

健
康
増
進
課
　
保
健
指
導
担
当
ま
で

電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

0
5
8
3
・
8
0
・
3
0
0
4

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に

よ
り
参
加
者
を
決
定
し
ま
す
。

▼
申
込
締
切

七
月
二
十
日
（火）

▼
一
般
曹
候
補
学
生

〈
受
験
資
格
〉
十
八
歳
以
上
二
十
四
歳

未
満

〈
受
付
期
間
〉
八
月
二
日
〜
九
月
八
日

〈
一
次
試
験
〉
九
月
十
八
日

▼
曹
候
補
士

〈
受
験
資
格
〉
十
八
歳
以
上
二
十
七
歳

未
満

〈
受
付
期
間
〉
八
月
二
日
〜
九
月
八
日

〈
一
次
試
験
〉
九
月
十
八
日

▼
二
等
陸
・
海
・
空
士
（
男
子
）

〈
受
験
資
格
〉
十
八
歳
以
上
二
十
七
歳

未
満

〈
受
付
期
間
〉
9
月
中
旬
ま
で

〈
一
次
試
験
〉
9
月
中
旬

▼
二
等
陸
・
海
・
空
士
（
女
子
）

〈
受
験
資
格
〉
十
八
歳
以
上
二
十
七
歳

未
満

〈
受
付
期
間
〉
八
月
二
日
〜
九
月
八
日

〈
一
次
試
験
〉
九
月
二
十
六
日
ま
た
は

二
十
七
日

▼
航
空
学
生
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
）

〈
受
験
資
格
〉
高
卒
（
見
込
含
）
二
十

一
歳
未
満

〈
受
付
期
間
〉
八
月
二
日
〜
九
月
八
日

〈
一
次
試
験
〉
九
月
二
十
三
日

▼
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
岐
阜
募
集
案
内
所
（
岐
阜
市

東
金
宝
町
2
―

4
）

0
5
8
・
2
6
2
・
1
8
1
8

「
女
性
の
た
め
の
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー
」
参
加
者
募
集

「
サ
ン
セ
イ
ス
美
山
」
入
居
者
募
集

自
衛
官
等
募
集

m2
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歌
手
で
保
護
司
の
千
葉
紘
子
さ
ん
の

講
演
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

七
月
十
一
日
（日）

午
後
一
時
〜

▼
場
所

美
山
中
央
公
民
館

▼
演
題

「
心
の
扉
を
開
い
て
　
子
ど
も
た
ち

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

▼
そ
の
他

岐
阜
大
学
管
弦
楽
団
に
よ
る
木
管
五

重
奏
の
コ
ン
サ
ー
ト

▼
主
催
・
問
い
合
わ
せ
先

山
県
市
教
育
振
興
会

36
・
1
0
7
0

新
築
・
増
築
さ
れ
た
家
屋
を
対
象
に

「
家
屋
調
査
」
を
行
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
家
屋
に
対
す
る
固
定

資
産
税
の
評
価
額
を
決
定
す
る
た
め
に

行
う
も
の
で
、
家
屋
の
外
部
・
内
部
に

お
け
る
使
用
材
料
お
よ
び
仕
上
げ
状
況

な
ど
を
調
査
す
る
も
の
で
す
。

調
査
時
に
は
、
契
約
書
・
建
築
確
認

申
請
書
・
図
面
な
ど
の
提
示
を
必
要
と

し
ま
す
の
で
、
ご
準
備
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
事
前
に
日
時
な
ど
の
ご
連
絡

を
し
ま
す
が
、
立
ち
会
い
を
要
し
ま
す

の
で
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

山
県
市
役
所
　
税
務
課22

・
6
8
2
2

農
業
振
興
地
域
に
指
定
さ
れ
た
地
域

内
に
あ
る
農
用
地
（
田
・
畑
・
樹
園
地

な
ど
）
は
、
造
成
（
転
用
）
し
て
農
業

以
外
の
用
途
に
使
用
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

し
か
し
緊
急
か
つ
、
や
む
を
得
な
い

具
体
的
な
案
件
に
つ
い
て
は
、
農
業
振

興
地
域
か
ら
の
除
外
が
認
め
ら
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

農
振
農
用
地
か
ら
の
除
外
申
請
を
す

る
場
合
は
、
九
月
末
日
ま
で
に
申
請
書

を
農
林
水
産
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

山
県
市
役
所
　
農
林
水
産
課

22
・
6
8
2
9

山
県
市
民
文
化
講
演
会

家
屋
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

農
振
農
用
地
除
外
申
請
書
の

提
出
は
、
九
月
末
日
ま
で
に

岐
阜
県
で
は
「
大
人
が
変
わ
れ
ば
子

ど
も
も
変
わ
る
」
県
民
運
動
を
実
施
中

で
す
。

青
少
年
の
健
全
な
育
成
は
、
大
人
一

人
ひ
と
り
の
責
務
で
す
。

地
域
・
家
庭
が
一
体
と
な
っ
て
、
無

限
の
可
能
性
を
秘
め
た
青
少
年
の
、
健

や
か
な
成
長
の
た
め
の
社
会
環
境
づ
く

り
に
努
め
、
青
少
年
の
非
行
防
止
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

山
県
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議

（
事
務
局
）
山
県
市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課

36
・
3
3
0
4

7
月
は
「
青
少
年
の
非
行
問
題
に

取
り
組
む
全
国
強
調
月
間
」
で
す

7月の総合体育館スポーツイベント

総合体育館　　22・6622

04日（日） 第13回会員交流スポーツ大会
07日（水） 県バドミントンレディ－ス交流会
11日（日） バレーボール国体壮行会および

マスタ－ズ大会県予選会
17日（土） 市中体連柔道大会
18日（日） 市中体連バレーボール大会

柔道大会
19日（月） ふれあい

ソフトバレーボール交流会
24日（土） 第9回バドミントン

東海小学生強化合宿
25日（日） 岐阜地区中体連バレーボール大会
26日（月） 岐阜地区中体連バレーボール大会
30日（金） 県中学校総合体育大会

バレーボール大会
31日（土） 県中学校総合体育大会

バレーボール大会

【清掃休館日　7月20日（火）】

○期日前投票および不在者投票のできる期間�
　6月25日（金）～7月10日（土）�
○期日前投票および不在者投票のできる場所と時間�
　山県市役所総務課　午前8時30分～午後8時�
　伊自良支所　　　　午前8時30分～午後5時�
　美山支所　　　　　午前8時30分～午後5時��
　詳しくは、山県市選挙管理委員会　　22・6820
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風
疹
が
、
一
部
地
域
で
流
行
の
兆
し

を
見
せ
て
い
ま
す
。

妊
婦
さ
ん
が
風
疹
に
か
か
り
ま
す
と
、

先
天
的
に
障
害
を
持
っ
た
子
ど
も
が
生

ま
れ
て
く
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

風
疹
に
か
か
っ
た
こ
と
が
な
い
人
、
ま

た
は
未
接
種
の
人
は
風
疹
ワ
ク
チ
ン
の

予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。妊

娠
の
可
能
性
の
あ
る
成
人
女
性
が

予
防
接
種
を
受
け
る
場
合
は
、
胎
児
へ

の
感
染
を
防
止
す
る
た
め
に
妊
娠
し
て

い
な
い
こ
と
を
確
か
め
て
か
ら
風
疹
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
し
て
く
だ
さ
い
。
接
種

後
は
、
最
低
二
か
月
間
の
避
妊
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

予
防
接
種
と
風
疹
の
免
疫
抗
体
価
の

検
査
は
医
療
機
関
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
接
種
料
金
と
検
査
料
金
は
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
医
療
機

関
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

山
県
市
役
所
　
健
康
課22

・
6
8
3
9

近
年
、
地
球
温
暖
化
や
自
然
環
境
の

変
化
に
よ
り
、
集
中
豪
雨
、
台
風
に
よ

る
河
川
の
異
常
増
水
が
頻
繁
に
起
き
て

い
ま
す
。

ま
た
、
渓
流
や
山
林
な
ど
の
土
砂
崩

壊
も
各
地
で
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

十
分
な
警
戒
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、

各
戸
に
配
布
し
ま
し
た
「
土
砂
災
害
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
で
危
険
想
定
範
囲
、

雨
量
情
報
等
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
情
報
回
覧
）
を
把
握
し
、
災
害
の
発

生
な
ど
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
道
路
、
河
川
な
ど
の
災
害
情

報
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
連
絡
先

山
県
市
役
所
　
建
設
課22

・
6
8
3
2

※
現
在
、
県
道
神
崎
・
高
富
線
の
伊
往

戸
以
北
と
県
道
洞
戸
・
美
山
線
の
中

洞
地
内
九
頭
師
坂
の
二
路
線
が
雨
量

規
制
に
よ
る
交
通
止
め
の
対
象
路
線

に
な
っ
て
い
ま
す
。
規
定
雨
量
を
超

え
た
場
合
、
岐
阜
建
設
事
務
所
に
よ

り
、
所
定
の
場
所
で
道
路
が
閉
鎖
さ

れ
ま
す
。
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

歯
周
病
は
単
な
る
歯
の
病
気
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
歯
周
病
が
進
行
す
る
と
歯

周
病
で
な
い
人
の
二
倍
、
心
臓
発
作
に

か
か
り
や
す
く
、
ま
た
、
糖
尿
病
も
悪

風
疹

ふ
う
し
ん

が
一
部
地
域
で
流
行
！

雨
量
に
よ
る
警
戒
や

交
通
規
制
に
つ
い
て

7
月
か
ら
9
月
に
か
け
て
成
人

歯
科
健
診
を
実
施
し
ま
す
！

7日（土） 10：00～　トールペイント
（1～3年生対象） 定員15人
9日（月） 10：00～　卓球大会

定員16人
12日（木） 10：00～　ちぎり絵を楽しむ

定員15人
13日（金） 10：00～　子ども映画祭
14日（土） 10：00～　トールペイント

（4～6年生対象）定員15人
21日（土） 09：00～　パン教室

定員15人
23日（月） 10：00～　茶道　定員10人
26日（木） 10：00～　作って遊ぼう

定員15人
27日（金） 14：00～　人形劇を観よう
28日（土） 13：30～　ディアボロ

定員15人
30日（月） 10：00～　お楽しみ

◆7月1日（木）午前9時より参加者希望者
の申込受付を開始します。
定員になり次第締め切らせていただきます。
※詳しくは各施設へお問い合わせください。

間もなく夏休み！ご家庭では、海に山にとレジャーを計画してみえ
ることでしょう。
とかくこの時期は、暑さのせいで疲れがたまったり、渋滞でイライ

ラしたりと、交通事故につながる要因が多いと言えます。無理のない
計画を立て、楽しい休暇にしましょう。
また、休みが長く続きますと、ぼ～っとしがちになります。家族が

出かけるときには、「気をつけて」と、お互いに言葉をかけ合い、気持
ちを引き締めましょう。

■運動の重点
○高齢者と子供を交通事故から守る
○シートベルトとチャイルドシー
トの着用を徹底する

○地域ぐるみで暴走族の根絶をめ
ざす

夏の交通安全県民運動
7月11日（日）～20日（火）
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化
さ
せ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
以
外
に
も
歯
周
病
が
全
身
に
さ

ま
ざ
ま
な
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
が
最

近
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

市
で
は
、
七
月
一
日
か
ら
九
月
二
十

二
日
ま
で
各
地
域
で
行
う
基
本
健
康
診

査
の
結
果
説
明
会
と
同
時
に
、
成
人
歯

科
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
歯
科
健
診
は
無
料
で
、
基
本
健

康
診
査
が
受
診
で
き
な
か
っ
た
方
も
受

診
で
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
診
当
日
は
、
健
康
手
帳
を
持
参

し
、
は
み
が
き
を
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

山
県
市
役
所
　
健
康
課22

・
6
8
3
9

七
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

（
社
明
運
動
）」
強
調
月
間
で
す
。

社
明
運
動
は
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止

と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
正
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
地
域
社
会
の
す
べ
て

の
人
が
力
を
合
わ
せ
て
明
る
い
社
会
を

築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

市
内
に
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
た
十
五
人
の
保
護
司
の
方
が
、
主

に
、
更
正
援
護
（
保
護
観
察
）
の
実
施

と
、
少
年
院
や
刑
務
所
か
ら
の
出
所
者

が
円
滑
に
社
会
復
帰
で
き
る
よ
う
「
環

境
調
整
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
地
域
社

会
を
築
く
た
め
犯
罪
予
防
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

市
内
の
保
護
司
は
次
の
皆
さ
ん
で

す
。

（
敬
称
略
）

鷲
見
　
俊
邦
（
会
長
）

22
・
1
6
6
7

土
田
　
弥
三
夫
（
副
会
長
）

27
・
2
0
4
0

井
上
　
幸
雄
（
副
会
長
）

54
・
2
1
5
0

服
部
　
伸
司
　
　
27
・
2
5
4
0

杉
山
　
尚
子
　
　
22
・
1
8
6
5

土
田
　
博
己
　
　
22
・
1
0
2
6

福
田
　
純
子
　
　
22
・
3
9
5
2

平
井
　
孝
子
　
　
22
・
3
3
3
7

小
谷
　
　
登
　
　
22
・
3
1
5
0

高
畠
　
悦
子
　
　
22
・
1
4
5
4

佐
村
　
節
子
　
　
36
・
3
1
2
2

柴
田
　
茂
弘
　
　
36
・
3
0
0
5

浅
見
　
豊
治
　
　
52
・
2
5
2
5

藤
根
　
時
洋
　
　
53
・
2
3
2
5

室
戸
　
弘
全
　
　
52
・
1
0
5
4

▼
問
い
合
わ
せ
先

山
県
市
役
所
　
社
会
福
祉
課

22
・
6
8
3
7

第
54
回社

会
を
明
る
く
す
る
運
動

7月03日（土） 10：00～　一輪車で遊ぼう
定員10人

07日（土） 15：00～　珠算クラブ
10日（土） 09：00～　切り絵

定員10人
14日（水） 15：00～　珠算クラブ
17日（土） 09：00～　切り絵

定員10人
21日（水） 10：00～　珠算クラブ
22日（木） 09：00～　パンフラワー

定員15人
23日（金） 10：00～　交通安全教室
26日（月） 10：00～　トールペイント

（1～3年生対象）定員15人
27日（火） 10：00～　卓球交流会
28日（水） 10：00～　珠算クラブ、
トールペイント（4～6年生対象）

定員15人
31日（土） 13：00～　パン教室

定員15人
8月03日（火） 10：00～　卓球交流会

4日（水） 09：30～　四国山で遊ぼう
定員12人

10：00～　珠算クラブ
6日（金） 10：00～　茶道　定員15人
10日（火） 10：00～　卓球交流会
11日（水） 10：00～　珠算クラブ
12日（木） 10：00～　作って遊ぼう

定員10人
13日（金） 10：00～　子ども映画祭

（げんきはうすで映画を見よう）
17日（火） 10：00～　卓球交流会
18日（水） 10：00～　珠算クラブ
20日（金） 10：00～　作って遊ぼう

定員20人
24日（火） 10：00～　卓球大会
25日（水） 10：00～　珠算クラブ
27日（金） 10：00～　人形劇を観よう
28日（土） 10：00～　ディアボロで遊ぼう

※毎週水曜日に珠算クラブを始めます。そ
ろばんをやってみませんか？

7月03日（土） 10：00～　七夕会
定員20人

10日（土） 13：30～　切り絵作り
定員15人

17日（土） 10：00～　風船バレーボー
ル大会　定員20人

21日（水） 10：00～　オセロ、水難事故
についての話　 定員20人

24日（土） 10：00～　生け花
定員10人

26日（月） 10：00～　小物作り
定員10人

29日（木） 10：00～　PK大会、避難訓練
定員20人

8月02日（月） 10：00～　カロムで遊ぼう
定員16人

3日（火） 10：00～　アイロンビーズで
作ってみよう 定員20人

4日（水） 09：30～　四国山で遊ぼう
定員12人

子どもげんきはうす 23・2323高富児童館　　22・4750
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平
成
十
三
年
四
月
か
ら
平
成
十
五
年

三
月
分
の
図
書
室
貸
出
用
雑
誌
（
オ
レ

ン
ジ
ペ
ー
ジ
・
趣
味
の
園
芸
・
子
供
の

科
学
等
）
を
お
譲
り
し
ま
す
。

▼
場
所

高
富
中
央
公
民
館
一
階
ロ
ビ
ー

▼
期
間

七
月
十
七
日
（土）
〜
二
十
三
日

（金）

九
時
〜
十
七
時
ま
で

※
二
十
日
（火）
を
除
く

▼
問
い
合
わ
せ
先

高
富
中
央
公
民
館

22
・
3
3
5
1

五
月
に
無
作
為
抽
出
で
【
山
県
市
市

民
ま
ち
づ
く
り
意
向
調
査
】
を
お
願
い

し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
お
忙
し
い
中
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

現
在
、
回
収
し
た
意
向
調
査
の
集
計

作
業
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
、
集
計
結

果
を
公
表
す
る
と
共
に
、
こ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
を
十
分
検
討
し
、
山
県
市
の

ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

山
県
市
役
所
　
総
合
企
画
課

22
・
6
8
2
4

交
通
事
故
、
詐
欺
な
ど
被
害
に
あ
っ

た
の
に
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を
裁
判

に
か
け
て
く
れ
な
い
。
ど
う
も
納
得
で

き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
人
の
た
め
に
、

検
察
官
の
し
た
処
分
が
正
し
か
っ
た
か

ど
う
か
を
審
査
す
る
機
関
と
し
て
「
検

察
審
査
会
」
が
あ
り
ま
す
。

検
察
審
査
会
で
は
十
一
人
の
審
査
員

が
こ
の
審
査
を
し
ま
す
。
審
査
員
は
、

選
挙
権
を
持
っ
て
い
る
皆
さ
ん
の
中
か

ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
い
つ
か
審
査
員
に
選
ば
れ

る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
審

査
員
に
選
ば
れ
た
と
き
に
は
、
市
民
の

代
表
と
し
て
こ
の
仕
事
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

岐
阜
検
察
審
査
会
事
務
局
（
岐
阜
地

方
裁
判
所
内
）

0
5
8
・
2
6
2
・
5
1
2
1

雑
誌
を
お
譲
り
し
ま
す

市
民
ま
ち
づ
く
り
意
向
調
査
へ

の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た

知
っ
て
お
き
た
い
検
察
審
査
会

検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
ら

ご
協
力
を
！

店　舗　名 住　所

タイムリー高富町店 高　富

ミートショップミカド 〃

ココストアタケゴン高富店 〃

サークルK山県署前店 〃

タイムズマート山県店 高　木

タイムリー高富東深瀬店 東深瀬

ミニストップ高富東深瀬店 〃

サークルK伊自良店 小　倉

市の広報紙「広報やまがた」を市役所や公
民館などの公共施設のほか、下記のコンビニ
エンスストアにも置かせてもらうことになり
ました。
専用のラック等に置いてありますので、自
由にお持ち帰りください。

「広報やまがた」設置
コンビニエンスストア

山県市役所総合企画課　　22・6824

山県市消防本部　　22・0119

あっ！ おぼれてる！！
夏を迎える前に、知っておこう

水の事故の救助方法

◆浮くものを投げる
クーラーボックスやポリタンクさらには、ペット

ボトルなど浮力があるものを投げてつかめるように
する。
◆棒などを使う
竿（さお）などのような棒状のものを使い助ける。

◆衣類を活用する
近くにクーラーボックスも棒もないようなときは、

着ている服やタオルなどを固く結びロープ状にして
助ける。

〈注意〉飛び込んでの救助は危険！！
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高　富

東深瀬

西深瀬

高　木

梅　原

赤　尾

洞　田

小　倉

青　波

岩　佐

高　富

東深瀬

大　桑

藤　倉

原

柿　野

富　永

高　富

佐　賀

西深瀬

高　木

梅　原

赤　尾

大　桑

掛

大　門

原

佐　野

日　永

出　戸

柿　野

富　永

岩　佐

中　洞

この欄は、山県市役所本庁または支所の窓口で届出を
された、本市に住民登録がある方を掲載しています。
※本市に住民登録があり他の市区町村で届出をされ、掲
載をご希望の方は市民課（ 22・6827）までご連絡く
ださい。

山県市届出分のみ掲載
（敬称略）

31，457人（－25）

男 15，414人（－20）

女 16，043人（－ 5）

世帯数 9，810戸（－ 4）

前月比

5月届出分

人口の動き（平成16年6月1日現在）

カン・白
色トレイ

9日

12日

19日

21日

14日

16日

21日

26日

2日

1日
（8月5日）

7日
（8月4日）

6日
（8月3日）

22日

24日

23日

28日

23日

びん・ペッ
トボトル

15日

27日

17日

10日

17日

20日

3日

13日

8日

13日

不燃ごみ
粗大ごみ

22日

23日

20日

21日

13日
14日

15日
16日

26日

8日

12日

27日
28日

5日
（8月3日）

1日
（8月2日）

5日
（8月3日）

6日
（8月4日）

7日
（8月5日）

燃える
ご　み

月
・
木
曜
日

火
・
金
曜
日

月
・
木
曜
日

森・南・旭ヶ丘・蛍ヶ
丘・田倉

大北・石田町・山本・双
葉台・京ヶ洞・星ヶ丘・
南屋敷・石畑・美里

北町・栄町・仲町・本
町1、2、3丁目

共和町

佐賀・見晴台・金池

東深瀬・高木東・阿原

西深瀬

高木（高木東・阿原を
除く）

梅原

桜尾

大桑

長滝・平井・掛・松
尾・上願

洞田・小倉・大森・藤
倉・大門

北山

原

谷合

北武芸

乾

富波

岩佐

中洞
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▼
電
気
の
使
用
量
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
夏
。
い
ろ

い
ろ
な
と
こ
ろ
か
ら
省
エ
ネ
・
節
電
の
呼
び
か
け

が
あ
り
ま
す
。
▼
意
外
に
電
力
を
消
費
す
る
の
が
、

リ
モ
コ
ン
が
あ
る
電
化
製
品
の
待
機
電
力
だ
そ
う

で
、
使
い
終
わ
っ
た
ら
リ
モ
コ
ン
で
な
く
、
本
体

の
主
電
源
を
切
る
と
か
な
り
効
果
的
。
▼
使
っ
て

い
な
く
て
も
、
コ
ン
セ
ン
ト
に
プ
ラ
グ
を
差
し
込
ん

で
あ
る
だ
け
で
電
力
を
消
費
す
る
そ
う
な
の
で
、
で

き
れ
ば
プ
ラ
グ
も
抜
い
て
お
く
。
た
だ
し
プ
ラ
グ
を

抜
く
と
、
タ
イ
マ
ー
機
能
の
あ
る
も
の
は
、
次
に

使
う
時
に
最
初
か
ら
時
計
合
わ
せ
を
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
ね
。（
Ｏ
Ｎ
）

▼
最
近
の
若
者
や
子
供
た
ち
の
「
あ
こ
が
れ
ス
ポ

ー
ツ
選
手
」
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
昔

な
ら
「
あ
こ
が
れ
の
野
球
選
手
」
は
「
掛
布
、
小

松
」
な
ど
が
「
ボ
ン
ズ
、
Ｒ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
、」
な

ど
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
サ
ッ
カ
ー
に
し
て
も
「
カ
ズ
、
ゴ
ン
」
か
ら

「
ジ
ダ
ン
、
ロ
ベ
・
カ
ル
」
な
ど
外
国
人
選
手
の
名

前
を
挙
げ
る
人
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
原

因
は
メ
デ
ィ
ア
が
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
▼
今
は
、
お
金
さ
え
払
え
ば
、
海

外
の
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
競
技
に
よ
っ
て
は
専

用
チ
ャ
ン
ネ
ル
も
あ
る
。
本
当
に
便
利
な
世
の
中

で
す
。（
T
）

2004 7月号

No.15

「
最
初
は
知
り
合
い
に
誘
わ

れ
て
参
加
し
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
行
事
が
あ
る
ご
と
に
呼
び
出

さ
れ
て
…
。
そ
ん
な
き
っ
か
け

で
入
会
し
ま
し
た
」。

Y
A
C
C
（y

o
u
n
g

ad
u
lts

an
d
ch
ild
ren

com
m
unication

）
は
昭
和
六

十
二
年
に
美
山
地
域
で
ま
ち
お

こ
し
を
目
的
に
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
は
、
中
高
生
か
ら
青

年
ま
で
の
約
三
十
五
人
が
所
属

す
る
団
体
で
、
そ
の
代
表
が
今

回
紹
介
す
る
　
原
の
田
中
政
成

（
24
）
さ
ん
で
す
。

Y
A
C
C
の
魅
力
を
「
自
分

た
ち
で
や
り
た
い
こ
と
が
あ
れ

ば
何
で
も
で
き
る
こ
と
」
と
話

さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
Y
A
C
C
が
、
毎
年

夏
に
行
っ
て
い
る
恒
例
行
事
が

あ
り
ま
す
。

―
い
か
だ
川
下
り
―

今
年
で
十
六
年
目
を
迎
え
る

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
美
山
地
域
の

夏
の
風
物
詩
で
、
武
儀
川
の
美

山
支
所
付
近
か
ら
青
波
砂
防
ダ

ム
付
近
ま
で
の
約
三
　
を
自
作

の
い
か
だ
な
ど
で
川
を
下
る
も

の
で
、
今
年
は
七
月
二
十
五
日

（日）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

「
最
初
は
町
お
こ
し
で
始
ま

っ
た
と
思
う
ん
で
す
が
、
今
は

小
中
学
生
に
自
然
を
体
感
し
て

も
ら
う
こ
と
が
主
な
目
的
と
な

っ
て
い
ま
す
。」

と
語
る
田
中
さ
ん
。

「
昨
年
は
八
十
人
ぐ
ら
い
が

参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
地
元

の
小
・
中
学
生
が
多
く
参
加
し

て
く
れ
ま
し
た
が
、
み
ん
な
楽

し
そ
う
に
し
て
い
た
の
が
印
象

的
で
す
。
今
年
は
高
富
、
伊
自

良
地
域
の
小
・
中
学
生
に
も
ぜ

ひ
参
加
し
も
ら
え
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

最
近
は
、
自
然
の
川
に
入
る

こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
市
内
に
こ
う
い
う
自
然

が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
た
く
さ

ん
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
し
、
小

中
学
生
の
夏
休
み
の
い
い
思
い

出
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
き

れ
い
な
水
と
緑
鮮
や
か
な
自
然

を
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
体
感
し
て

く
だ
さ
い
」。

い
か
だ
川
下
り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

キ
ロ

FAX


